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第１１回軽米町議会定例会令和５年度軽米町一般会計歳入歳出決算等審査特別委員会  

 

令和 ６年 ９月１１日（水） 

午前１０時００分   開 議  

 

議 事 日 程 

 議案第 １号 令和６年度軽米町一般会計補正予算（第２号）の専決処分に関し承認を  

        求めることについて  

 議案第 ２号 岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の協議に関し議決を求め  

        ることについて  

 議案第 ３号 軽米町国民健康保険条例の一部を改正する条例  

 議案第 ４号 令和５年度軽米町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 議案第 ５号 令和５年度軽米町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について  

 議案第 ６号 令和５年度軽米町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について  

 議案第 ７号 令和５年度軽米町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について  

 議案第 ８号 令和５年度軽米町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について  

 議案第 ９号 令和５年度軽米町水道事業会計決算の認定について  

 議案第１０号 令和６年度軽米町一般会計補正予算（第３号）  

 議案第１１号 令和６年度軽米町介護保険特別会計補正予算（第１号）  

 議案第１２号 財産の取得に関し議決を求めることについて  
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〇出席委員（１１名） 

   １番 田 中 祐 典 君       ２番 甲 斐 鉦 康 君 

   ３番 上 山   誠 君       ４番 西 舘 徳 松 君 

   ５番 江刺家 静 子 君       ６番 中 村 正 志 君 

   ７番 田 村 せ つ 君       ８番 茶 屋   隆 君 

   ９番 大 村   税 君      １０番 細谷地 多 門 君 

  １１番 本 田 秀 一 君 

 

  議 長 松 浦 満 雄 君（同席）  

 

〇欠席委員（なし） 

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名  

      町            長      山 本 賢 一 君 

      副 町 長      江刺家 雅 弘 君 

      総 務 課 長      日 山 一 則 君 

      政 策 推 進 課 長      野 中 孝 博 君 

      政 策 推 進 課 主 幹      鶴 飼 義 信 君 

      会計管理者兼税務会計課長      寺 地 隆 之 君 

      町 民 生 活 課 長      鶴 飼 靖 紀 君 

      健 康 福 祉 課 長      竹 澤 泰 司 君 

      健 康 福 祉 課 主 幹      日 向 安 子 君 

      産 業 振 興 課 長      小笠原 隆 人 君 

      産 業 振 興 課 主 幹      輪 達 隆 志 君 

      地 域 整 備 課 長      神久保 恵 蔵 君 

      水 道 事 業 所 長      神久保 恵 蔵 君 

      教 育 委 員 会 教 育 長      小 林 昌 治 君 

      教育委員会事務局教育次長      古 舘 寿 徳 君 

      教 育 委 員 会 事 務 局 主 幹      輪 達 ひろか 君 

      選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 長      日 山 一 則 君 

      農 業 委 員 会 事 務 局 長      小笠原 隆 人 君 

      監    査    委    員      西 山 隆 介 君 

      監 査 委 員 事 務 局 長      関 向 孝 行 君 

 

〇職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  
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      議 会 事 務 局 長      関 向 孝 行 君 

      議 会 事 務 局 主 任      竹 林 亜 里 君 

      議 会 事 務 局 主 事      山 下 海 斗 君 



- 123 - 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開議の宣告 

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    ただいまの出席委員は１１人であります。定足数に達しておりますので、会議は

成立しました。 

    開会してからですけれども、皆さんにお願いでございますけれども、始める前に

も私お願いしたと思っていますけれども、発言するときは挙手をして、委員長の許

可を得て、それから発言してください。あと、質疑するときにはなるべくまとめて

簡潔に質疑してください。あと、たくさんの質問がある場合は、まずまとめてやる

ようにすれば時間の短縮になると思いますので、よろしくご協力していただきたい

と思います。できれば今日で終わると思いますので、よろしくお願いいたします。 

（午前 ９時５８分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第４号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、議事に入ります。昨日の時点で答弁漏れの部分がご

ざいますので、そちらから、７款商工費の部分で、産業振興課長、小笠原隆人君、

大村委員の質問に対して答弁をお願いいたします。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君）  昨日の７款の商工費のところで、大村委員から質問の

あった商工会の会員の数、数字のことについての答弁をさせていただきます。 

    昨日調べたところによりますと、平成１５年のところからしか分からないという

ことで、そこからの数字をいただきました。平成１５年の当初は２６５人の会員が

いらっしゃったそうです。ずっと変遷していきまして、結果的に令和５年、昨年の

期末で、最後の令和６年の３月には１８７人ということで、８０人ぐらいの方が脱

退しているということのようでございます。その中でも、令和元年は１６人、令和

２年については２２人ということで、すごく多くの方が脱退しているということで

ございます。ちなみに、昨年は加入が２人あって、脱退が１３人あったというとこ

ろで、その中で廃業された方が９人あったということでございます。その廃業の理

由ですが、高齢化が６人、あと事業者の方が死亡、亡くなられたというところが３

人ということでございます。いずれにしてもかなり減っております。ここ３年ぐら

いは１桁台でございましたが、昨年は１３人の方が脱退しておるというところでご

ざいます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 大村委員よろしいでしょうか。 

〇９番（大村 税君） はい、よろしいです。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、もう一件。 
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〇９番（大村 税君） ちょっといいですか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 大村委員。 

〇９番（大村  税君） 会員が少なくなったことの要因については、今るる説明いただき

まして、理解いたしました。町としての商工振興のことについての…… 

             〔何事か言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） すみません、発言中は聞いてください。 

〇９番（大村  税君） 今後どのような振興策を講じようとしているか、考えあるのか、

そのお考えをお聞かせ願いたい。 

〇委員長（茶屋 隆君） 産業振興課長、小笠原隆人君。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君） ただいまの大村委員の質問にお答えいたします。 

    今までについてもいろいろと資金の貸付けですとか、利子補給ですとかというと

ころと、あとはいろんな今までも事業者支援ということでコロナのときもやってま

いりましたので、継続してそういうところを続けていくというような支援をしてい

くのがいいのかなというふうに考えております。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇９番（大村 税君） できるだけ振興を図っていただきたいと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。 

    それでは、もう一件１０款教育費、教育総務費の部分の答弁漏れありましたので、

教育委員会事務局主幹、輪達ひろか君。 

〇教育委員会事務局主幹（輪達ひろか君）  それでは、昨日中村委員からご質問いただき

ました教育総務費のところで、軽米高等学校教育振興会事業費補助金の中の部活動

に関する経費、事業は幾らになるかというご質問でした。昨日資料がなくて回答で

きませんでした。申し訳ありませんでした。 

    部活動に関する補助金としましては１３７万３，２９７円となっております。内

容につきましては、各部活動コーチの謝礼、それから大会への引率費や旅費、あと

は各種大会の参加料、宿泊費、あとは文化部ですと吹奏楽部の楽器とか書道部の展

示作品の運搬に関する経費等も含まれております。 

    以上です。よろしくお願いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  部活動に関しての大会、派遣費の補助ということで、高校の場合

はまず本来ならば自分たちで賄うべきなのでしょうけれども、そこで私なぜこれを

聞いているかといいますと、中学校の県大会とか東北大会等に行く場合の自己資金

というのですか、今のも出ていると思うのですけれども、それと比較した場合に果
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たして同じような計算の仕方で支出されているのかどうかというふうなことを私は

お伺いしています。今日資料要求で、これあまり詳しい資料ではないなと思ってい

ましたけれども、大会に行ったときの実績等が出ていましたけれども、どちらかと

いうと自己資金も半額出さなければならない、中学校の場合はですね。義務教育の

中でそういうふうな支出をされている中において、高校がどうなのかなというふう

なことをちょっと疑問に感じたので、質問させていただきましたけれども、ただこ

の百三十何万円支出していますよというふうなことで承っているようですけれども、

その辺の計算の仕方というのはどのように把握されているのかなということをお伺

いしたいです。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局主幹、輪達ひろか君。 

〇教育委員会事務局主幹（輪達ひろか君）  軽米高等学校教育振興会の補助金でございま

すので、こちらは軽米高等学校教育振興会のほうで計算して有効にご利用いただい

ていると思っておりますので、この枠の中で運用していただくということでこちら

は理解しております。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君）  果たしてそれでいいのかなというふうに私は思いますけれども、

あげたから好きなように使ってくださいと、果たしてどうなのかなと。県立高校、

それこそ入学者数が減っているから何とかそれを確保しようと、それはそれでいい

のですけれども、だったらまず高校に対する補助のレベルも義務教育である中学校

に対する補助のレベルも同じ考え方を当然しなければならないのではないかなと。

逆に義務教育である中学校のほうが負担が大きいというふうになればちょっとうま

くないのではないかなと、まず私が心配しているのはそこなのです。 

    ですから、そこのところ、補助金としてあげたから好きなように使ってください

で果たしていいのかなと。補助金の支出側として、果たしてそれでいいのかなと。

もう少し厳密に、税金を使ってやっているのでしょうから、そこら辺は公平性とい

うものを考えて、補助金をあげるという、別に補助金をあげては駄目だよというこ

とではないのですけれども、やる場合においてその辺のところをきちんと教育委員

会事務局としても把握した上でやるべきではないのかなというふうに私は思います。

それは、必ずやはり誰かから言われるのではないかなと、私は突っ込まれて、それ

をちゃんとした形で答えられるのかなというふうなのがちょっと心配な部分でもあ

ります。ですから、その辺のところをきちんとしておくべきではないかということ

ですけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、中学校の部分に関しては教育長から、高校の部分に関し

ては町長から答弁いただいたほうが分かると思いますので、そのほうがいいでしょ、
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担当者が答えるといったって大変だよね。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ちょっと事務的な部分、私のほうでよろし

ければ。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  おはようございます。ただいまのご質問に

お答えいたします。 

    軽米高校を応援するという意味で、町のほうで公費で補助金を差し上げていると。

その部分に関して、まず中村委員おっしゃる部分も分かるのですが、できるだけ制

約を設けずに学校のほうで使いやすい用途等を選択していただくという考え方の下

で、こちら運用しているという形を取らせていただいております。確かに高校と中

学校でそういう自己資金の部分、個人負担の部分という議論のほう、私たちも気づ

きませんでしたが、その部分についてはこれから勉強させていただきます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇６番（中村正志君） いいです。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  では、資料要求がありましたので、皆様の

ほうに配布してございます。昨日委員会のほうでのご説明した部分の資料となりま

すので、説明のほうは省略させていただきます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 配布で了承したということで、分かりました。ということでご

ざいます。よろしいですね。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、昨日は１０款教育費の３項まで終わっておりますの

で、今日は１０款教育費、４項社会教育費から入ります。では、社会教育費、４項

だけです。４項を教育委員会事務局で説明お願いいたします。 

    教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  では、１０款教育費、４項社会教育費の部

分についてご説明いたします。主要施策の説明書２０ページをお願いいたします。

決算書については、１７４ページからとなります。 

    では、主要施策の説明書のほうで説明させていただきます。（１）、魅力ある社

会教育の推進ということで、①、学校・家庭・地域の連携協力推進事業、こちら国

庫補助の入った事業になります。事業費は６３１万３，０００円、主な事業といた

しましては、ア、家庭教育支援事業ということで、講座等を開いて７０９名の参加

いただいております。イということで、町内の小学校に３か所ですけれども、放課

後子ども教室を開設しております。こちら延べ４４２日間で６，９８１人の児童を
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お預かりしたというような形になっています。ウということで、学校と地域の協働

推進事業ということで、学校地域支援本部、こちらは学校図書館等の充実プラス高

校にも行って、そういう部分の活動の支援をしているという部分になります。 

    ②ということで、体験的な活動機会の充実、こちらは事業費については１８万４，

０００円となっております。アとして、音更町相互訪問交流研修事業、こちらコロ

ナ禍明けましたので、復活という形で昨年度から開催しております。７月２５日か

らの受入れから、訪問が８月９日までということで児童１５名が参加しています。

イとして、子ども会リーダー研修会、こちら１１月に１泊２日で参加１５名となっ

ております。 

    ③、二十歳のつどいの開催ということで、令和５年度に関しましては８月１５日、

対象者８７名に対し出席者４４名により開催いたしました。 

    ④、芸術文化活動の推進ということで、青少年劇場ですけれども、小学校低学年、

高学年、中学校ということで、３年で一巡するような形を取っております。昨年度

に関しましては、小学校高学年が対象で、４年生から６年生１６３人につきまして

「しゃみせんいろいろ」ということで、芸術に親しんでおります。事業費は２９万

７，０００円となっております。 

    ⑤、社会教育関係団体補助ということで、アからオの５つの団体に対しまして１

８７万５，０００円を補助金として交付しています。各団体への補助額については、

括弧書きにて記載しております。 

    続きまして、主要施策の説明書２１ページに入らせていただきます。決算書は１

７６ページからとなります。（２）、生涯学習の推進ということで、①、生涯学習

カレンダーの発行、こちら全世帯あるいは主要な施設等へ配布ということで３，６

００部を５０万３，０００円の事業費で作成し、配布しております。 

    ②、住民の手による生涯学習フェスティバル実行委員会の支援ということで、こ

ちら実行委員会を支援しております。２月３日に生涯学習フェスティバルのほうは

開催いたしました。１７の個人、団体等の出演をいただいております。 

    ③、教育振興運動集約集会講演会ということで、２月１０日ですけれども、こち

ら事業費２万７，０００円で開催しております。なお、この題材ですけれども、子

供たちのスマホとかゲーム依存という部分を取り上げた講演をいただきました。 

    ④ということで、生涯学習地域づくり実践活動の助成、共食事業実施ということ

で、共食事業とも重なる部分があります。各地区やグループ、教育機関等での講習

会、学習会等の派遣要請があった場合に助成をしております。こちら、事業費は２

３万１，０００円となっております。 

    （３）ということで、中央公民館の運営ということで、公民館事業として高齢者

教室の寿大学のほうを開催しております。全１０回の講座で延べ３６６人の出席を
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いただいております。事業費は１万５，０００円となっております。 

    ②ということで、第４４回軽米町民文化祭の開催、こちらですけれども、時期に

よってどうしても限られる部分がありますので、さつき・盆栽展等については６月

に開催しているという形になっております。それからステージ発表会、１２月３日、

あと展示部門は１２月１日から３日ということで、こちらは宇漢米館の開館に併せ

たオープニングイベントとして開催した部分もございます。 

    それから③、町民講座の開催ということで、１３教室で合計５８回の開催をして

おります。事業費は３４万１，０００円となっております。 

    ④、自治公民館連絡協議会事業の支援ということで、ア、夢灯りですが、こちら

天候の関係で昨年は実施いたしませんでした。それから、イということで、自治公

民館長・生涯学習推進員研修会ということで、７月２０日に開催しております。 

    続いて、主要施策の説明書２２ページをお願いしたいと思います。ここからは、

決算書については１７８ページからとなります。（４）、町立図書館の運営という

ことで、事業費４３５万８，０００円となっております。こちら蔵書の受入れが２，

２７５冊、それからトータルの蔵書冊数は５万１，２４４冊、閲覧のための新聞６

種、あと雑誌１４種を取っております。 

    ②ということで、図書の貸出になります。こちらですけれども、昨年引越しの部

分がありましたので、９月から１１月まで３か月間お休みをいただきました。年間

の開催日数は、その分少なくなっています。昨年度時点での登録者数は１，４３６

人、年間貸出者数は３，３４７人、貸出冊数は１万３，９１４冊となっております。  

    続いて、③、読書普及と利用の拡大ということで、読書に関する名称はそうなり

ましたが、昔で言う読書感想文コンクールという形での作品募集を行いました。応

募は４３２点、入賞５６点となっています。事業費は２０万２，０００円となって

おります。 

    ④ということで、図書館情報システム運用業務委託ということですけれども、こ

ちら図書館での主催事業及び図書館の運営という部分で軽米教育施設運営会のほう

へ委託している部分があります。そちらの部分の事業費等も含めています。運営の

中では、おはなしの会あるいは司書講座、ブックスタート事業等を行っております。

なお、この図書館の部分の一番下、学校図書館支援ということで、町内の各小、中、

高校に月に２回程度ですけれども、巡回して学校図書室の充実のほうのお手伝いを

しているというような形になっています。 

    （５）、文化財の保護と活用ということで、最初に①ですけれども、郷土芸能保

存会の活動支援と郷土芸能の発表・鑑賞機会の提供になります。昨年度に関しては、

郷土芸能発表会ですけれども、１２月３日、軽米町民文化祭のほうと併せて開催さ

せていただきました。こちらもオープニングイベントの一環という形で進めさせて
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いただきました。 

    それから、②ということで、町内遺跡発掘調査事業ということで、国庫補助事業

となります。こちら出土した木製品の保存処理ということで、事業費２３１万６，

０００円を支出しています。 

    ４項については以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。 

    それでは、１０款教育費、４項社会教育費、説明が終わりました。質疑を受け付

けます。質疑ございませんか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  宇漢米館オープニングイベントとかいろいろ行われたわけです

けれども、絵画を寄附されたという方がいらして、あったようですけれども、その

展示、決算とこれは関係あるかどうかあれですけれども、でもちょっと教育長等か

らお聞きしたいのですが、展示場所が階段の手すりみたいなところにくっつけてあ

るのですが、ほとんど見ることができないというか、本当はもう少しそばに行って

見たいのですけれども、あの場所しかなかったと言われていましたけれども、本当

にふさわしくない場所だと思うのですが、変更するというのはいかがでしょうか、

そういう要望は出たことはないですか。 

〇委員長（茶屋 隆君） すみません、皆さん今の質問分かりましたか、私ちょっと耳が

遠いせいか、何を展示したかというのが最初のほうちょっと聞き取れなかったけれ

ども、もう一回お願いします。 

〇５番（江刺家静子君）  たしか「広報かるまい」にも載っていたと思うのですが、紹介

されていましたけれども、軽米町出身の方が書いた絵画です、賞を頂いたものだそ

うですけれども。私はあの絵は、ちょうどあの場所に、軽米町にふさわしいなと思

いました。皆さんは見たことがないというのは、あんなに大きな絵を見たことがな

いということは、目立たない場所に展示されているからではないかなと思います。

あれの場所を変えてはどうかという声はなかったのでしょうか、お伺いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  寄贈を受けた絵画の展示場所につきまして

は、一旦その大きさという部分がありました。畳２枚分ぐらいになるのでしょうか、

かなり大きな大作を頂戴したという形になっています。かつ重さがある、あと近く

で見たいというお話もありましたが、触れられると困るという部分もございます。

高いところにつるすと、当然地震等での落下等という部分もありましたので、金属

製の手すりという部分で、私どもで場所のほうは選定したというような形になって

おります。今現在場所という部分については、確かに絵画があそこでいいのかとい

う議論は耳には入っておりますが、何せ事情がいろいろあるということでご理解い
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ただければなと思います。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） はい、ありがとうございました。 

〇委員長（茶屋 隆君） ほかにございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  郷土芸能についてお伺いしたいのですけれども、今週末お祭り、

軽米秋まつりがあって、郷土芸能の方々もまず行列の中に入るかとは思うのですけ

れども、毎回お祭りの会議等で出るのが郷土芸能で出る団体が少ない、どんどん減

っていっている。あれ何とかしなければならないのではないかというのが、逆に軽

米秋まつりのほうの場で出ているのですけれども、ただ郷土芸能を育成、支援する

のは教育委員会事務局であると、ここに補助金が３０万円というふうな形であるわ

けですけれども、その辺のところも当然耳に入っているとは思うのですけれども、

教育委員会事務局は教育委員会事務局として軽米秋まつりを支援する意味でも、ま

た軽米町全体の中においてでも郷土芸能の育成といいますか、継続支援というふう

なのは当然やっていかなければならないと思うのですけれども、その辺のところど

のような強化事業をされてきたのか、また今後どのように考えているのかお考えあ

ればお伺いしたいと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ただいまの委員のご質問にお答えいたしま

す。 

    実際少子化ということで、各団体のほうが厳しい、あるいは活動休止になってい

るという現実については認識しております。各団体あるいは郷土芸能保存会の役員

会等でも話はお伺いするのですが、どうしても担い手になる方及び将来の担い手に

なるお子さんたちがなかなか集まらないというような形ですし、あと子供たちはク

ラブ活動とか、そういう部分での時間等もなかなか定期的には取れないというよう

なご事情もあるようでございます。特段今特効薬的な部分での考えのほうは持ち合

わせていませんけれども、郷土芸能保存会の方々と相談しながら支援できる部分に

ついて検討してまいりたいと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。中村委員。 

〇６番（中村正志君）  郷土芸能については、郷土芸能らしい芸能といいますか、という

のも含めて学校単位で以前小学校等でやられていたのが現在統合等によって、それ

ができなくなった、まだ地域で残っているものとかあるかと思うのですけれども、

その辺はどのように把握されていますか。 
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〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  一例で申し上げますけれども、小軽米小学

校では学校の授業の中に沢田神楽を取り入れたいと、講師派遣ということで教育委

員会事務局のほうに申請がありまして、こちらのほうで経費を見てというような形

でのお手伝いはしていると、令和５年度に関しては。そういう部分、学校のほうか

らこういうことをしたい、あるいは取り次いでほしい、金銭的な部分の援助をして

ほしいというのがあれば、そこの部分につきましてはお手伝いできる部分はしたい

と思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。中村委員。 

〇６番（中村正志君）  非常にいいことをお伺いしたなと思っていました。確かにそのよ

うな形で、学校の主体的な姿勢があれば一番いいことでしょうけれども、そういう

のが学校の先生方も転勤等で替わるということで、なかなかそういうふうなのが忘

れられてしまう場合があるかと思うのですけれども、そういうのをあるところでは

地域でやっているものを学校で取り入れてもらえないかとか、そういうふうなのを

教育委員会事務局のほうで積極的に学校の校長先生方にお話しして、今みたいな授

業に取り入れていただいて郷土芸能を継続してもらえないかというふうな相談をし

ていただければ非常にまた違うのではないかと思いますけれども、そういうことは

どのようにお考えなのか教育長からお伺いできればと思いますけれども。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会教育長、小林昌治君。 

〇教育長（小林昌治君）  それでは、ただいまの郷土芸能を学校で取り扱うということに

ついてのご質問にお答えします。 

    今現在どの学校でも郷土芸能に取り組んでおります。限られた授業時数の中での

取組になります。地域あるいは町民の方々から要望する全てには答えられない部分

になると思いますが、学校でできる限りの時数と、それから郷土芸能に対する理解

というのは学校責任者及び教職員、また生徒たちにも伝わっているものだというふ

うに考えております。現在の取組が続くよう支援してまいりたいと思います。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ありがとうございます。郷土芸能については、特に高校なんかは

逆に郷土芸能があの高校にあるから、郷土芸能をやりたいから高校の選択というふ

うな部分を考えている生徒も中にはいたというような話、特に伊保内高校なんかは

そういうふうなことで、軽米町から伊保内高校を選択してあっちに行ったというふ

うな話も聞いたりしております。やはりそういうふうなものは非常に興味ある部分

だと思いますので、その辺を大事にしていっていただきたいなと思いますけれども。 
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    関連しまして、一般質問でもちょっとあったのですけれども、前に１回だけでは

ない、２回、３回と私も聞いたことがあるのですけれども、郷土芸能の備品の置く

場所がないということで、やはりどこか町として保管する場所を提供できないもの

かというふうなことをもう何年も前からある方から提案されてはきていたのですけ

れども、なかなかそれが受け入れてもらえていない。先日は旧中央公民館、祭りの

山車とかそういうふうな備品をというふうな話もありましたけれども、そういうの

もあるかとは思いますけれども、郷土芸能の備品というふうなのもそういうふうに

置くところに困っている団体等がある。毎日使うわけではないからということだと

思うのですけれども、そういうふうなところの住民の要望に応えるようなところも

あってもいいのではないかと思いますけれども、その辺のところはお聞きになって

いるのか、またその辺をどのようにお考えなのかお伺いしたいと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ただいまの委員のご質問にお答えいたしま

す。 

    郷土芸能の備品等の保管というのは、私が来てからは直接耳にしておりません。

昨年以前の部分については把握しておりません。申し訳ございません。あと、そう

いう部分での保管場所の確保という部分ですけれども、教育委員会事務局のほうで

お手伝いできるのは公民館等を建てる場合の補助という形でのお手伝いはできるか

なと思います。郷土芸能自体、各地域で活動しているという部分は多いと思います

ので、そういう部分でのご相談には乗ってまいりたいと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。中村委員。 

〇６番（中村正志君）  今のお話だと郷土芸能は各地域でやっているから、自分たちで、

地域だけでやればいいと、地域の中で保管する場所を建設するのであれば支援はし

ますよというふうに聞こえましたけれども、郷土芸能というのは地域でやっている

かもしれませんけれども、町全体としての宝というふうな部分での考え方もあって

もいいのではないかなと、それをその地域でできなくなったから、ほかの地域の人

たちも含めて町全体として継承しようとか、そういうふうなことを指導していくの

が教育委員会事務局の仕事ではないのかなと私は思うのですけれども、今の言い方、

答弁の仕方とすれば、何かそれで終わってしまうような気がするのですけれども、

郷土芸能をもう少し町全体として考えてほしいなと思いますけれども、いかがでし

ょうか。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） ちょっと休憩お願いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午前１０時３５分 休憩 
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――――――――――――― 

               午前１０時３６分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） 再開します。 

    教育委員会教育長、小林昌治君。 

〇教育長（小林昌治君）  失礼しました。ただいまのご質問、要望についてお答えいたし

ます。 

    地域から要望がございましたら場所、それから要望に応えられるかどうか検討し

てまいりたいと思います。 

    以上でございます。 

             〔委員長、副委員長と交代〕 

〇副委員長（西舘徳松君） 茶屋委員。 

〇８番（茶屋  隆君） 関連してですけれども、私は旧中央公民館の活用ということで、

各山車団、そのほかに自主防災組織とか、実は駒踊りの部分でもちょっと、全部か

ら聞いたわけではないですけれども、一部の方からお聞きして、置き場所がちょっ

と狭いのかなということでしたけれども、私とすればまず山車団と地域防災組織の

ところから始まっていって、これからそうすれば各地区の、米田であれ、山田のそ

ういった郷土芸能でも現在どうやっているかなというのを調べてから言おうと思っ

ていたのですけれども、私もやっぱりそういうふうなことも関連して、物を置くと

ころがあれば練習もできる、今中村委員が言うとおり、そういったことをこれから

考えて、教育長も言いましたけれども考えてくださるのであれば、やっぱりそうい

ったことをみんなで住民の方たちから聞いて把握して、支援していければいい方向

に行くのかなと思いますので、それは非常にいいことだと私も思います。 

    以上です。ですので、今後そういうふうにしてくださればいいと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

〇副委員長（西舘徳松君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ただいまいただいた意見プラス各団体等、

地域の方々等からちょっと意見等をちょうだいしながら検討してまいりたいと思い

ます。 

    以上でございます。 

             〔副委員長、委員長と交代〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 委員長を代わります。 

    細谷地委員。 

〇１０番（細谷地多門君）  郷土芸能、今前段でそれぞれの委員が申し述べたように減少

傾向にあって、それを継続するには大変困難を来しているというようなことは私も

非常に切実に感じております。私どもの集落でも神楽があって、細々と神様の信仰、
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伝統を守りながら何とか続けている状況なのですが、やっぱり練習場所です。中村

委員とか茶屋委員長がしゃべるのも分かるのですが、必ずしも的を射ていないとこ

ろもあるなと思って、私は聞いていました。 

    ということは、ふだんうちの若い人たちの神楽もそうですが、自治公民館使うの

だよね、道具の関係で。練習はそうあるみたいです。だから、衣装とか大きいかさ

ばったものとか、本番でしか身にまとわない、使わないというふうな、そういう備

品は確かに今中村委員が先ほどからしゃべっているとおり、保管場所が必要だかも

わかりません。それは要望があれば応えればいい話。それから、ふだんの練習はそ

れぞれの集落の工夫で、まず大体どこで練習するかといえば地元で練習するのです。

ここまで来て、ここに預けておくからといって、ここに来て持っていくなんていう

のはなかなかそれは大変な話で、長いシーズン保管するのはいいですよ、練習期間

というのは集中してやるものですから、いつも通年でやれるわけではないですから。

やっぱりそこの地域に実情に見合った関係できちっと地域から要望等があれば対応

していただくというようなことである程度地域に任せる姿勢が私は大事かなと思っ

ていました。これは間違った判断ではないと思っていました。 

    私の意見をしゃべりましたが、教育委員会事務局としてもその辺を考慮しながら

対応していただければと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  まとめて、あるいは地区のほうで、ご意見

いろいろあるというのも今分かりましたので、その辺も皆さんからお聞きしながら

検討してまいりたいと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） そのほかにありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、５項保健体育費、説明お願いいたします。 

    教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  では、１０款教育費、５項保健体育費、ご

説明いたします。主要施策の説明書は２３ページ、決算書は１８２ページからとな

っております。 

    （１）、生涯スポーツの振興ということで、①、軽米町総合体育大会の開催とい

うことです。アからカまでの事業を予定しておりましたけれども、ア、イ、ウに関

しては開催いたしました。エ、オ、カについては協議の上、中止という判断をして

おります。事業費については１万６，０００円です。 

    ②ということで、芝桜スポーツフェスティバルの開催ということで、５月から６

月、町内の体育施設のほうで７つの競技、８つの大会が開催されております。それ

ぞれの大会への補助ということで、事業費２８万５，０００円を支出しております。  
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    ③、軽米町体育協会活動費補助、こちら体育協会への活動費補助ということで９

０万円を支出しております。 

    ④、チャレンジデー２０２３開催ということで、こちら特段のイベント等は組み

ませんでしたけれども、ラジオ体操等ということで昨年最後の大会という形で開催

しております。事業費は、こちらございません。 

    （２）、学校給食の推進ということですけれども、①、学校給食運営事業、こち

ら軽米教育施設運営会のほうへ委託しております給食共同調理場の運営に係る委託

料となります。８，５９３万８，０００円の事業費となっています。 

    ②ですけれども、一般財団法人軽米教育施設運営会退職者退職給付金補助金とい

うことで１００万円、こちらですけれども、委託料に含めると消費税の精算の関係

でおかしくなるという形での税理士からの指摘を受けているという部分で、委託料

とは別枠で設けている部分であります。事業費は１００万円となっております。 

    （３）ということで、体育施設の整備・充実ということで、令和５年度に関しま

しては町民体育館の地下に重油のタンクがあったのですけれども、そちらが老朽化

ということで危険と判断されましたので、地下のタンクを廃止し、地上のほうに新

たに暖房用の燃料を入れるタンクを整備いたしました。 

    以上、５項の説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（茶屋 隆君） １０款教育費、５項保健体育費、説明が終わりました。質疑を

受けます。質疑ございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  施設の関係に含まれるのかどうか分からないのですけれども、ハ

ートフル・スポーツランドでシバザクラは１０年以上前から植えて、一時期はシバ

ザクラの名所地にもなったのですけれども、ここのところ全くシバザクラが咲いて

いないという状況なようですけれども、今後あそこのシバザクラはどのようにしよ

うと考えておりますか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） お答えいたします。 

    経費をかけて何年かにわたってシバザクラ、一時期はかなり咲き誇ったという時

期もありましたけれども、土質が少し合わないのと、それから除草シートを管理の

ためにやっている部分がシバザクラの生育にはよくないというような形でアドバイ

スをいただいている部分もあります。これからという部分ですけれども、まだそこ

までは検討していないというような状況となっています。 

〇委員長（茶屋 隆君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君）  最近植えたのでも咲いていないという状況もあるようですので、

場所にもよるのかなと、それは私もよく分かりませんけれども。ただ、せっかくシ
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バザクラが一時期咲き誇った。そして、それに併せて芝桜スポーツフェスティバル

というふうなのも開催したということで、各競技団体等でもスポーツフェスティバ

ルを継続してやっているというふうなことで、ほかの市町村からもお呼びしてやっ

ているのであれば当然この芝桜スポーツフェスティバルは継続されるのではないか

と思うのですけれども、そのためにも何らかの方法で、もう咲かないからやめたと

いうことではなく、場所を選定しながらでもいいから、別にハートフル・スポーツ

ランドに限ったことでなくてもいいと思うのですけれども、どこか適地を探しなが

らそんなに大げさでなくてもいいから、少しずつでもいいからそれを植栽するとい

うふうな考え方もあってもいいかと思いますけれども、その辺はいかがでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    土質等々の部分、専門家の方にも少し相談しながらという部分、場所等も含めて

検討してまいりたいと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    そのほかございませんか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  最初の１８６ページの一番下の使用料及び賃借料、ゲートボー

ル場敷地借上料２１２万７，９６７円、これは毎年契約しているのか、それとも何

年間契約で年ごとに分けて払っているのでしょうか。というのは、最近このゲート

ボール場が使われることがなくなってきて、特に今年は暑かったのと雨が続いたと

きもありました。いつもきれいに除草して、いつでも使えるようになっていたので

すが、今年の場合はかなり荒れていましたけれども、これは毎年１年ごとの契約で

借りているのでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、説明よろしくお願いいたします。教育委員会事務局教育

次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    ゲートボール場敷地借上料は、単年度で契約しております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  管理はどなたがそういう整備というか、管理などは誰がやるの

ですか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） お答えいたします。 

    こちらゲートボール協会というふうに認識しております。 
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〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） はい、ありがとうございました。 

〇委員長（茶屋 隆君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君）  関連しまして、そこにあるＢ＆Ｇプールですけれども、小学校、

中学校のプールにもなっているようですけれども、一般の方々の利用状況はどうい

う状況でしょうか。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） すみません、少しだけ時間いただけますか。  

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午前１０時５０分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時００分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、時間になりましたので、休憩前に引き続き会議を始

めます。 

    先ほどのＢ＆Ｇの一般の方の利用者についての答弁を教育委員会事務局教育次長、

古舘寿徳君、お願いします。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） 先ほどの委員のご質問にお答えいたします。 

    令和５年度ですけれども、約２００人ということで集計のほうが出ております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。中村委員。 

〇６番（中村正志君）  この数字が多いのか少ないのかちょっと分からないのですけれど

も、開館日数にもよるかとは思うのですけれども、現在どのように捉えているか分

からないですけれども、一般が入ってもらうための時間等を含めたときにどういう

状況と捉えていますか。さっぱりお客さん来ないなというふうに考えているのか、

経費は当然かかっているでしょうから、その辺も含めてどのようにお感じになって

いるのか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    少し私の考え的な部分もあるかと思いますが、大人の２００人というのは決して

多い数字ではないのかなというふうには感じます。ただ、お子さんが学校等も含め

てですけれども、２，１００人ほど令和５年度は利用いただいているということが

ありますので、まず大人という部分に限れば少ないような印象は受けますが、それ

なりの利用はいただいているというふうに認識しております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇６番（中村正志君） はい。 
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〇委員長（茶屋 隆君） そのほかございませんでしょうか。なければ、１０款教育費を

終わります。 

〇５番（江刺家静子君） すみません。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 教育費でいつも聞きたいと思っていて、基金のところまでいっ

てしまうのですが、奨学金のことについてお聞きしたいのですが、奨学金という科

目はないのですが、よろしいでしょうか。 

             〔「どこだ」と言う者あり〕 

〇５番（江刺家静子君）  育英奨学金、教育委員会事務局の。育英奨学金を現在何人ぐら

いの方が利用しているか、そして返済中の方が何人ぐらいいらっしゃって、あと滞

納とかありますでしょうか、お伺いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局主幹、輪達ひろか君。 

〇教育委員会事務局主幹（輪達ひろか君） ただいまの質問にお答えいたします。 

    現在奨学金を借りている人数ということで、１２名となります。そして、返還中

の人数は８４名となります。滞納があるかどうかというご質問ですが、数名ござい

ますが、適宜連絡を取りながら解消に向けて進めているところでございます。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  はい、ありがとうございます。奨学金の金額が何年も変わって

いないのですけれども、今本当に物価も高くなってきて大変なようなのですが、こ

れからのこととして、奨学金を例えば軽米町に帰ってきた場合は奨学金の返還を免

除すると、帰ってきて働いた場合は。よそのところを見ると、例えば５年間以上働

いたら、そこからまた免除するとか、いろんなやり方をしているところがあるよう

です。また、看護師になった場合、保育士になった場合で町で働いた場合は返還し

なくてもいいとかとあるのですが、軽米町はそのようなことは考えたことはないで

しょうか。 

    あと、金額がずっと変わっていないと思うのですが、引上げするという考えはな

いかお伺いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会教育長、小林昌治君。 

〇教育長（小林昌治君）  奨学金の貸与金額、それから返金するときの様々な対応という

ことでのご質問にお答えいたします。 

    まず、金額につきましては幅広く利用してもらうための全体の予算から考えての

金額で進めているものと承知しております。様々な奨学金がございます。活用でき

る部分が別に町というだけではなくありますので、事情に応じて活用されているも

のだというふうに認識しております。高校の先生方とも話をすることがあるのです
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が、奨学金を借りて大学進学したいとか、そういう子供たちの声は少しずつ少なく

なっているのかなというふうに聞いております。質問のあれとは若干違ったお答え

のようなことになりますが、いろんな卒業後の様々仕事のことが難しくなっている

部分もあって、卒業後にそういう借りた奨学金を返すのを先まで考えて貸与につい

ての希望等を考えている傾向もあるのかなというふうに高校の先生方からは伺った

こともございます。 

    あと、卒業後の借りた奨学金の返す部分につきましては、様々な生徒があること

は承知しておりますが、軽米町に合ったやり方、そういうのは教育委員会事務局だ

けでなく、町全体として考えていかなければならないことだと思いますので、今後

検討してまいりたいと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） はい、ありがとうございました。 

〇委員長（茶屋 隆君） あとはいいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） では、終わります。 

    １０款教育費終わって、次は１３款災害復旧費、説明お願いいたします。 

    産業振興課長、小笠原隆人君。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君）  それでは、１３款災害復旧費、１項農林水産業施設災

害復旧費についてご説明いたします。主要施策の説明書については２３ページ、決

算書は１８８ページとなっております。 

    （１）の農業用施設災害復旧費３６万９，０００円でございます。農地等小規模

災害復旧事業費補助金ということで２件分となっております。これについては、令

和５年度に８月２０日の豪雨で被災した箇所が４か所ございました。その中で２か

所分の３６万９，０００円については、令和５年度で実施完了しております。その

中で、あと２件の分、２８万６，０００円分ですが、これについては春というか、

３月の大雪のために現場に重機が行けなくなったというようなところがありまして、

令和６年度に繰り越して実施しておりまして、既に完了しております。これは、国

の災害復旧事業にのらない４０万円未満の復旧事業に対して補助しているものでご

ざいます。 

    説明は以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） １３款の説明が終わりました。質疑ございますか、質疑を受け

付けます。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） はい、なし。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第５号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、次に議案第５号  令和５年度軽米町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定についてを行います。 

    町民生活課長、鶴飼靖紀君、説明お願いいたします。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  国民健康保険特別会計について説明いたします。主要施

策の説明書につきましては２４ページ、決算書は２０９ページからになります。 

    まず、国保の被保険者数につきまして、令和５年度末で１，３８３世帯、被保険

者数２，１６８人でございます。 

    国保会計の主な事業につきましては、国保の被保険者の方が医療機関を受診した

際の医療費に対して保険給付を行っております。それぞれの保険給付につきまして

は記載のとおりでございます。 

    町民生活課分につきましては以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課分、健康福祉課主幹、日向安子君。 

〇健康福祉課主幹（日向安子君） それでは、健康福祉課健康づくり担当から特定健康診

査等事業費について補足の説明をいたします。主要施策の説明書は２４ページ、決

算書は２１７ページとなります。 

    町は、国民健康保険の保険者として加入者の健康管理と併せ、それに続きます後

期高齢期を健やかに過ごしていただくための長期的な展望を見据えた健康管理を行

う役割がございます。保険者として医療費の削減という目的も兼ねて保健事業を実

施しておるところです。 

    保険者努力支援制度交付金を財源としまして、町の健康課題に基づく保健指導を

実施し、教室には４５名が参加いただき、行動変容が認められております。また、

個別への支援レター、電話による保健指導を実施したところです。利用の人数につ

いては、資料のとおりとなります。また、糖尿病性腎症重症化予防につきましては

腎不全、それに至る人工透析の開始を予防、また遅延することを目的に尿中アルブ

ミン測定とその結果を基に受診勧奨を行いました。受診につきましては、ほぼ１０

０％医療の受診につなげることができました。このほか関連した講演会等を実施し

ております。特定健康診査等事業費につきましては１，３１０万円となっておりま

す。 

    説明は以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） 説明が終わりました。それでは、質疑を受け付けます。質疑ご

ざいませんか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  毎回お聞きしているのですが、滞納した方に対する指導という
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ことで、短期の被保険者証を発行しているということでした。税務会計課のほうの

説明もあって、生活困窮、また財産なしとかで課税の取消しというか、そういう方

もありましたけれども、現在短期保険証は何世帯の方に出されているでしょうか。

そのうち被保険者は何名でしょうか。うち高齢者、また１８歳未満は何人かお聞き

したいと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） ただいまの質問にお答えいたします。 

    ８月末現在で短期証の世帯は７３世帯、１２４名の方に短期証を発行しておりま

す。そのうち６５歳以上が４０名、１８歳以下の方が１７名となっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  高齢者も、１８歳未満の子供もということで、本当はなくなれ

ばいいのですけれども。 

    もう一つお伺いします。子育て支援の立場から就学未満の子供の１人当たりの保

険料を半額免除されていますけれども、その対象者は何人で金額は幾らだったでし

ょうか、何か前にも聞いたような気がするのですが。それから、これがまず１８歳

まで拡大した場合に金額がどのぐらいあれば１８歳までこの制度を広げることがで

きるかお伺いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  就学児の免除につきましては、令和５年度で２８世帯、

３８名、金額にして２６万５，６５０円となっております。これを１８歳以上に拡

大した場合、現在の被保数ですが、現在１８歳以下の方が１０６名いらっしゃいま

す。医療費と公費の均等割につきましては全部で２万３，０００円となっておりま

す。単純計算で１２１万９，０００円の半額免除であれば経費が必要となってくる

こととなっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） はい、ありがとうございました。 

〇委員長（茶屋 隆君） あとございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、議案第５号の質疑を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第６号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） 議案第６号 令和５年度軽米町下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について、地域整備課長、神久保恵蔵君、説明をお願いいたします。 
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〇地域整備課長（神久保恵蔵君）  議案第６号についてご説明申し上げます。下水道事業

特別会計の決算数値につきましては、本会議場で説明しておりますので、主要施策

の説明書２５ページをもって説明させていただきます。なお、決算書では２３２ペ

ージからとなってございます。 

    実施事業につきまして、（１）の地方公営企業法適用に向けた移行業務が１，３

１０万６，０００円でございます。内訳は、公営企業移行支援業務委託料と公営企

業会計システム導入委託料となっており、事業の目的及び効果等は記載のとおりで

ございます。 

    次に、（２）の公共下水道費につきましては、２款１項１目施設管理費２，９４

８万８，０００円でございます。こちらは、主に軽米浄化センターの施設管理に支

出したものでございます。 

    事業の目的及び効果等は記載のとおりとなっております。 

    説明は以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） 下水道事業特別会計の説明がありました。 

    質疑を受け付けしたいと思います。質疑ございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 質疑なし。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第７号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、次に議案第７号 令和５年度軽米町介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定について、健康福祉課長、竹澤泰司君、説明をお願いいたし

ます。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  主要施策の説明書の２５ページでございます。軽米町介

護保険特別会計、こちらの実施事業等につきましては、介護保険事業（１）、ケア

プラン作成件数、実件数２３件、延べ件数２２８件のプランを作成しております。 

    大変申し訳ありません、（３）と記載されていますが、こちら（２）でございま

す。認定調査件数は７件でございます。 

    事業費につきましては８９万５，０００円。 

    事業目的及び効果等につきましては、記載のとおりでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 軽米町介護保険特別会計の説明がございましたけれども、質疑

を受け付けます。質疑ございませんか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  軽米町介護保険特別会計は、二戸広域で介護保険の事業やって

いて、直接言ったことが届かないという一面があるのですが、特別養護老人ホーム
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の待機者が相変わらずいるわけですよね。これが軽米町の人は軽米町の特養という

ふうになってはいないですかね、入所するときに本人の希望というか、家族の希望

で軽米町とか南郷とかとやっているのですか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） ただいまの江刺家委員のご質問にお答えします。 

    待機者は常時いらっしゃいます、新たな申込みがございますので。ただ、在宅で

の待機者ということであれば、前回ご説明しましたけれども、年間十何名程度、い

ちい荘についてですが。そちらは随時入所のほうされているようでございます。 

    入所の順番というか、入所する際に地区で限定しているかということですが、こ

ちらにつきましては各施設にそれぞれ入所申込みいただいております。軽米町の方

が例えば二戸市の施設に入所申込みされている、近いところでは南郷に申込みされ

ている、各施設ごとに入所の申込みは行っているものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） そのほかございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、議案第７号の質疑を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第８号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） 議案第８号 令和５年度軽米町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について、町民生活課長、鶴飼靖紀君、お願いします。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） 軽米町後期高齢者医療特別会計について説明いたします。 

    令和５年度末の被保険者数は１，８７６人でございます。実施事業等につきまし

ては、広域連合への保険料負担金の納付につきまして６，９３２万円でございます。

被保険者の方から徴収した保険料を広域連合のほうへ負担金として納付したもので

ございます。 

    次に、広域連合保険基盤安定負担金の納付に３，６５２万２，０００円支出いた

しました。これは、低所得者の方の保険料を軽減した際に発生する保険料の負担金

について、町と県で負担して納付するものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 説明が終わりました。質疑を受け付けます。質疑ございません

か。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  一昨年からでしたっけか、ある一定以上の所得がある方が２割
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の負担になったということだったのですが、３割、２割、１割というふうな人数が

どのぐらいになっているか、分かりましたら。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  最新の負担割合の人数でございますが、１割の方が１，

６９２名、２割の方が１２０名、３割の方が６９名というふうになっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） そのほかございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、議案第８号の質疑を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第９号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） 議案第９号 令和５年度軽米町水道事業会計決算の認定につい

て、水道事業所長、神久保恵蔵君。 

〇水道事業所長（神久保恵蔵君）  議案第９号についてご説明申し上げます。決算書の詳

細につきましては、本会議場で説明しておりますので、主要施策の説明書２６ペー

ジで説明させていただきます。 

    実施事業等につきましては、有収水量５７万２，８５８立方メートル、給水件数

は年間１２か月でそれぞれの総計で３万５，１３５件、給水人口６，４４４人、給

水戸数は２，４１３戸となってございます。 

    （１）の建設改良費といたしましては、①、軽米浄水場高圧受電盤機器更新工事

１式、②、駒木取水場原水送水ポンプ緊急更新工事、ポンプ１台、③、駒木取水場

コンプレッサー緊急更新工事、コンプレッサー１台、④、沼地区配水管布設替工事、

延長３４１．１メートル、⑤、野場配水池配水流量計更新工事、電磁流量計１基、

⑥、軽米浄水場№１排水移送ポンプ更新工事、ポンプ１台の以上について実施して

ございます。 

    （２）の原水及び浄水費といたしまして、小軽米・晴高浄水場膜モジュール薬品

洗浄修繕１式、笹渡浄水場活性炭ろ過器ろ材交換工事１式を行っております。 

    （３）、配水及び給水費といたしまして、軽米町水道設備（配水設備）保全業務

を実施したところでございます。 

    それぞれの費用は右側に記載しております。事業の目的及び効果等については、

安全な水の安定供給と健全な経営を目的に執行し、施設の維持管理と収入の確保に

努めているものでございます。 

    説明は以上となります。 
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〇委員長（茶屋 隆君） 説明が終わりました。質疑を受け付けます。質疑ございません

か。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なしですので、質疑を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１０号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、引き続いて議案第１０号 令和６年度軽米町一般会

計補正予算（第３号）を議題とします。 

    歳入について当局の説明を求めます。総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  それでは、議案第１０号 令和６年度軽米町一般会計補正予

算（第３号）につきまして説明申し上げます。本会議場で概要については申し上げ

ましたので、歳入だけでいいですよね。 

〇委員長（茶屋 隆君） はい、歳入。 

〇総務課長（日山一則君） 歳入についてご説明申し上げます。 

    予算書のほうを御覧いただきたいと思いますが、ページ数は７ページを御覧くだ

さい。それでは、歳入予算を説明申し上げます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 皆さんよろしいですか。 

〇総務課長（日山一則君） いいですか。 

〇委員長（茶屋 隆君） はい、歳入の説明全般についてお願いします。 

〇総務課長（日山一則君）  それでは、７ページを御覧ください。歳入予算の事項別明細

書でございます。１１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税でございま

す。補正前の額２７億８，３００万円を８，３７９万９，０００円増額補正いたし

まして、２８億６，６７９万９，０００円とするものでございます。こちらにつき

ましては、普通交付税の算定が終了いたしまして、額が決定となったことから今回

増額の補正をするものでございます。こちらにつきましては、令和５年度決定額２

５億５，７１９万８，０００円から今年度の決定額が２６億４，８７９万９，００

０円と算定されまして、９，１６０万１，０００円の増となっております。 

    次に、１５款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金でございます。

こちらにつきましては９，０００円を増額するものでございます。内容につきまし

ては、こども子育て支援事業費補助金ということで、児童手当の制度が１０月から

改正されまして、それに伴う二戸広域行政事務組合への負担金をそのシステム改修

費として歳出予算でも計上しておりますが、それに伴う国の財源となっております。 

    次に、１９款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金でございます。

３億３，２９６万７，０００円を減額するものでございます。こちらにつきまして

は、先ほど申し上げました普通交付税の額の決定、それから次に説明いたします前
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年度の繰越金の額が決定いたしまして、併せて今回補正する事業費の財源を調整し、

３億３，２９６万７，０００円を減額するものでございます。 

    次に、２０款繰越金でございます。こちらにつきましては、当初科目設定してお

りました前年度繰越金の額の決定により６億２，８９６万３，０００円を補正する

ものでございます。 

    ８ページを御覧ください。２１款諸収入、４項雑入、４目雑入でございます。こ

ちらにつきましては、情報通信施設移転補償費ということで７６９万６，０００円

を計上しております。これにつきましては、折爪岳の風力発電事業に伴いましてブ

レード、いわゆる風車の羽根、それから本体、それを久慈港のほうから折爪岳周辺

のほう、今予定しております風力発電の資材を運搬するに当たりまして、途中の伝

送路、いわゆる光ファイバー等の支障となる部分を移転するということがございま

して、それに伴う補償金ということで歳入に計上しております。歳出予算のほうで

は、かかる伝送路の移転経費について計上させていただいております。 

    それから、次に２２款町債、１項町債、１目総務債でございます。こちらは、臨

時財政対策債を１５０万円増額補正するものでございます。こちらにつきましては、

交付税の算定とともに決定となったものでございまして、国から地方公共団体に交

付される地方交付税の原資が不足した場合は、その不足分の一部を地方公共団体が

借り入れて賄うというために発行する地方債でございます。平成１３年に創設以来、

これまで切れることなく継続しておるものでございます。この金額が交付税の算定

の中で決定となったことから、今回１５０万円を補正するものでございます。 

    以上、歳入の概要でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、歳入全体について説明が終わりましたので、これか

ら質疑を行います。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 質疑がなければ、歳出に移ります。歳出は款ごとに説明と質疑

を行います。 

    それでは、２款総務費について説明を求めます。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  それでは、予算書９ページのほうを御覧いただきたいと思い

ます。歳出予算の事項別明細を基にご説明申し上げます。 

    ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、こちら８節旅費の８万３，００

０円の費用弁償の増額補正でございますが、これは会計年度任用職員の通勤手当の

増額でございます。なお、各款にわたりまして会計年度任用職員あるいは一般職員

が当初予算編成時から配置が変わっておりますので、それに伴って今後執行に支障

があるものについて、今回増額の補正をさせていただいております。ですので、２
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款、３款、４款という中で２節の給料あるいは３節の職員手当と４節の共済費、そ

れから８節の旅費の費用弁償、これにつきましては一般職員の人件費の増額と会計

年度任用職員の増額ということで計上しておりますので、各課からこれから説明が

順次行われますが、そこは割愛して説明するようにしたいと思いますので、ご了解

いただきたいと思います。 

    それでは、戻りまして２目の文書広報費でございます。こちらは、伝送路移転業

務委託料６８３万１，０００円ということで計上させていただきました。先ほど歳

入の際に雑入、諸収入の中で補償金をご説明申し上げましたが、これが伝送路の支

障となる部分の移転に伴う業務委託料となっており、ＮＴＴとあと北日本通信への

業務委託となります。先ほどの７００万円の歳入と差がございますが、既に事業が

スタートしておることから、予備費を充当させていただいて事業を進めておるもの

でございます。 

    次に、４目財産管理費でございます。こちらにつきましては、２４節積立金を計

上しております。トータルで３億１，５００万円の増額となります。こちらにつき

ましては、歳入予算でご説明申し上げました繰越金が確定となりました。６億２，

８９６万３，４１４円が繰越しとなります。地方財政法第７条の規定によりまして、

歳入歳出の決算剰余金を生じた場合には、２分の１を下らない金額を翌々年度まで

に積立てあるいは地方債等の繰上償還に充てる必要があるという規定がございます。

その規定に基づきまして、２分の１相当額の３億１，５００万円を積立てするもの

でございます。町債減災基金元本積立に２億円、それから公共施設等総合管理基金

元本積立として１億１，５００万円を積立てするものでございます。 

    次に、１１目諸費、１８節負担金、補助及び交付金でございます。こちらは、二

戸広域行政事務組合負担金１万１，０００円でございますが、こちらも先ほど申し

上げましたとおり、国庫補助金で９，０００円入ってくるわけですが、児童手当の

システム改修費として軽米町が負担する広域への負担金の増額補正となります。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） 全部説明してもらって。 

〇総務課長（日山一則君） いや、課が違うので。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、歳出の２款総務費、１項総務管理費の説明が終わりまし

た。 

〇総務課長（日山一則君） すみません、まだ子ども・子育てのほう。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、説明がなかったところの担当課の方から説明していただ

きます。では、健康福祉課長、竹澤泰司君、お願いします。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  １１目諸費でございます。２２節償還金、利子及び割引

料でございます。こちら、令和５年度子ども・子育て支援交付金返還金でございま
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す。こちらにつきましては、令和５年度の事業費の確定による返還金でございます。

６万４，０００円でございます。続きまして、子育て世帯生活支援特別給付金給付

事務費補助金返還金でございます。こちらも令和５年度の事務費の確定による返還

金でございます。金額にしまして４万１，０００円でございます。 

    説明は以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。 

    それでは、続いて２項企画費お願いします。それでは、政策推進課主幹、鶴飼義

信君、お願いします。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  それでは、２款総務費、２項企画費、１目企画費の説

明をさせていただきます。政策推進課分として２件の事業説明をさせていただきま

す。 

    まず、８節の旅費、費用弁償で２５万４，０００円となります。こちらは、軽米

町ふるさと大使を創設して１名大使に任命したところでございますが、その大使の

活動に伴う旅費として予算措置をお願いするものでございます。ふるさと大使につ

きましては、報酬等の費用は発生しないこととなってございますが、町へのイベン

トへの協力等をいただく際に費用弁償等についてはこちらで負担するということで

想定をしているものでございます。費用の内訳につきましては、大体４回分の東京

都と軽米町の往復費用ということで計上しているものでございます。 

    続きまして、同じく企画費、１２節委託料８２万５，０００円になります。こち

らは、説明欄に記載がございますが、かるまい文化交流センター喫茶コーナーの運

営業務委託料として計上させていただいたものになります。こちらにつきましては、

本年６月から宇漢米館の２階喫茶コーナーで地域おこし協力隊が中心となったカフ

ェを運営していただいております。令和６年度につきましては、宇漢米館のオープ

ニングイヤーということで土日を中心とした事業等を中心に行っているところでご

ざいますが、喫茶コーナーにつきましても基本的には土日営業で現在展開いただい

ているところでございます。今回の予算措置につきましては、これに加えて平日の

営業を試験的に実施いただくための１人分の人件費相当分を積算して予算要求させ

ていただいたものになってございます。 

    以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、続きまして４項戸籍住民基本台帳費、町民生活課長、

鶴飼靖紀君、お願いします。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  ２款総務費、４項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基

本台帳費、１７節備品購入費について説明いたします。ＩＣ旅券用交付窓口端末機

購入費といたしまして、２８万円の増額をお願いするものでございます。これは、

パスポートの交付用窓口端末を更新するものでございます。 
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    以上、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、２款の説明が終わりましたので、質疑を受けたいと

思います。質疑ございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ふるさと大使に神久保さんを委嘱されたようですけれども、ふる

さと大使そのものの委嘱要綱というのが多分あるかと思うのですけれども、どのよ

うな内容の要綱なのか、口頭でいいですので、説明いただければと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまの中村委員のご質問にお答えいたします。 

    軽米町ふるさと大使につきましては、設置要綱を定めまして、設置の目的、役割

等を定めてございます。こちらは、令和６年６月２６日付で設置したものとなりま

す。設置の目的等を読み上げさせていただきます。本町が誇る美しい自然環境、文

化芸術及び特産品等の魅力を広く町内外に発信することにより、本町の知名度及び

イメージの高揚を図るとともに、地域振興及び観光振興の促進を目的として、軽米

町ふるさと大使を設置するということとしてございます。 

    大使の役割といたしましては、大使が大使自身の活動の中で本町の知名度等を高

める宣伝活動を行っていただくこと、もう一点が本町が実施する各種事業への協力

をいただくこと、３点目といたしまして、本町の発展に寄与する情報発信等を行い

ながら助言等もいただくということの３つを大きな役割としているところでござい

ます。 

    委嘱の対象につきましては、当町出身もしくはゆかりのある方で文化、芸術、ス

ポーツ等各分野において活躍している方で、本人の同意を得て町長が委嘱するとい

うこととしてございます。そのほか、町のイメージアップに寄与する者ということ

で大きく２つ設けているところでございます。任期につきましては２年ということ

で、今回の神久保さんにつきましては、令和６年度の任命、途中からの任命となっ

てございますので、７年度と８年度末までを任期としているところでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ありがとうございました。いずれそういうふうなことに協力して

いただける方がこれからも、そんなに多くあるわけではないと思いますけれども、

これからもたくさん出て軽米町の知名度を上げていただくということは非常にいい

ことだなと思いますので、アンテナを広く掲げて、そういう人がいたらどんどん協

力要請すればいいのかなと思いますので、これはこれで。 

    もう一つですけれども、喫茶コーナーの委託という説明が今ありました。これ地

域おこし協力隊の人が土日やっているということを見ていましたけれども、地域お
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こし協力隊の方々の勤務状況といいますか、これそのものが地域おこし協力隊の仕

事になっているのか、土日も出ていると休みがないのではないかと思ったりして心

配しているのですけれども、その辺のところはうまくやっているとは思うのですけ

れども、その辺のところはどういう状況で、平日やりたいということは全く別な人

を雇って営業しようとしているのか、その辺を少し詳しくお願いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまの中村委員のご質問にお答えいたします。 

    宇漢米館の喫茶コーナーにつきましては、令和６年度が宇漢米館のオープニング

イヤーということで、そちらの企画のほうにまず地域おこし協力隊のお二人から関

わっていただいたという経緯がございます。カフェの設置に当たっては、コンセプ

トの部分だとか、メニューだとか、そういった部分の開発、企画等を主に４月、５

月に行っていただいております。カフェの運営につきましては、協議会という形で

現在任意の団体をつくっていただいて、その中で運営いただいているということに

なります。その構成メンバーが地域おこし協力隊の方が中心となっていただいてい

ると。そちらで土日の営業を６月１５日から始めていただいております。それまで

といいますか、今現在も週５日勤務の会計年度任用職員という形で地域おこし協力

隊の方は携わっていただいておりますので、土日の分は振替えで現在は休暇をいた

だいておるということとなります。 

    土日の営業、いろいろテレビとかラジオ等でも取り上げていただいたこともあり

まして、８月とかは結構お客さんに来ていただいている状況でもありまして、今度

は平日の営業についてもどのぐらいお客さんが来るのかとかという部分もやってみ

たいということもございましたので、お一人分を町で手当てして、その方々を雇用

していただいて、その方が今度は店のほうに立っていただくと。地域おこし協力隊

は、それをサポートしながら新しいメニューの開発とか、そういったものにも広げ

ていただくように考えてございます。 

    そのほか今まで行っていただいている町のＰＲ等についても引き続き携わってい

ただいておりますので、協力隊の方々が今までは全面的にやっていただいていたの

を少しずつほかの方にも広げていくといった形で地域おこし協力隊の任務としては、

今年度は宇漢米館のカフェが中心になるのですが、だんだんにそういった形に移行

していこうかなということで試験的に行っていくということで考えております。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

〇６番（中村正志君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） そのほかございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、３款民生費、健康福祉課長、竹澤泰司君、お願いし
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ます。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  ３款でございます。１項１目及び３目４節共済費までは

人件費分でございますので、こちらは割愛させていただきます。 

    ７節報償費でございます。こちらにつきましては、地域リハビリテーション活動

支援指導謝礼ということで、現在岩手医科大学の作業療法士に謝礼をお支払いして

リハビリ教室等を行っていただいております。新たに地区のほうからご要望がござ

いまして、回数を増やしまして県立二戸病院の作業療法士にもお願いして事業を行

ってまいりたいと考えております。そちらの作業療法士の報償費でございます。金

額につきましては２４万７，０００円でございます。 

    続きまして、すみません、説明の関係で５目障害者福祉費のほうからご説明させ

ていただきたいと思います。こちら２１節補償、補填及び賠償金でございます。こ

ちらにつきましては、障害者の支援相談事業でございます。令和６年３月の定例会

でも補正をお願いしてご説明したものでございます。二戸市の法人に対しまして、

二戸圏域４市町村で障害者の相談支援事業を委託しております。委託契約に当たり

まして、こちらのほう、消費税の非課税対象事業と認識していたものでございます。

こちらにつきましては、全国的に多くの市町村でそのように認識していたものでご

ざいます。令和５年度に国から課税対象事業である旨の通知があったことから、３

月定例会に令和５年度障害者相談支援事業に係る消費税相当額を補正予算として計

上し、ご議決いただき、変更契約を行ったものでございます。今回につきましては、

過去５年分の修正申告を行ったことにより、確定した令和４年度以前の消費税相当

額でございます。障害者相談支援事業補償金といたしまして１６３万９，０００円

について補正をお願いするものでございます。こちら２１節でございます。２０３

万８，０００円のうち１６３万９，０００円でございます。こちらですが、二戸地

域権利擁護支援事業につきましても同様に消費税非課税事業として認識して契約を

これまでしてきておりました。今回障害のほうでそのような通知がありましたこと

から、こちらにつきましても同様に今回課税対象事業ということで確認しまして、

現年度分の委託料の増額補正、こちらが３目の委託料の５８万円で、こちらの権利

擁護事業でございますが、内容が高齢者分と障害者分ということで分かれておりま

して、高齢者分を３目委託料５８万円、障害者分を５目委託料の７万６，０００円

でそれぞれ今回計上させていただいております。続きまして、過去５年分の消費税

相当額ということで、こちら３目２１節二戸地域権利擁護支援事業補償金、こちら

高齢者分でございます、２６０万５，０００円、５目２１節のほうですが、二戸地

域権利擁護推進事業補償金６６万９，０００円、こちらは権利擁護の障害者分とい

うことでそれぞれ計上させていただいたものでございます。 

    以上でございます。 
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〇委員長（茶屋 隆君） ３款民生費の説明が終わりました。これから質疑を行います。

質疑ありませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  勉強不足で大変恐縮ですけれども、この二戸地域権利擁護支援事

業というのはどういう事業をやられているものなのか、ちょっと教えていただけれ

ばと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  こちらの事業につきましては、権利擁護のほうの対象と

なる窓口を各市町村で設置することとなっておりますが、二戸圏域では４市町村で

併せて二戸市の法人ございますカシオペア障連という法人でございます。こちらの

ほうに委託しているものでございます。内容につきましては、権利擁護に関する相

談、それから最初は相談から始まりまして、あとは権利擁護ですので、当然裁判所

のほうに申し立てる、そちらに至るまでのサポート等、一貫して事務のほうを行っ

ていただいている事業でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇６番（中村正志君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） そのほか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、お昼になりますので、４款からは午後１時からやり

たいと思います。 

    それでは、休憩します。 

               午前１１時５７分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 零時５９分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、時間になりましたので、休憩前に引き続き会議を始

めます。 

    ４款衛生費からですけれども、４款は人件費ということで、ここは飛ばして６款

農林水産業費、１目から５目も人件費ということで、８目生活改善センター等運営

費から説明を求めて入りたいと思います。 

    町民生活課長、鶴飼靖紀君、お願いします。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  ６款農林水産業費、１項農業費、８目生活改善センター

等運営費、１０節需用費について説明いたします。小軽米生活改善センターの屋根

からの雨漏りがひどいため、屋根の修繕料といたしまして１４２万３，０００円の

増額をお願いするものでございます。 
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    以上、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 説明がありました。質疑を受けます。質疑ございませんでしょ

うか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） では、引き続きまして７款商工費、これも人件費ということで

飛ばして、９款消防費、説明をお願いいたします。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  それでは、予算書１３ページ、９款消防費、１項消防費、２

目非常備消防費を説明いたします。こちら８節の旅費と１３節使用料及び賃借料を

計上させていただいております。こちらにつきましては、分団長の視察研修費用と

いうことで費用弁償３１万３，０００円、それから運転手、それから担当者の普通

旅費２万８，０００円、合計で旅費３４万１，０００円をお願いするものです。ま

た、今回は宮城県利府町で全国消防操法大会が開催されることから、こちらを視察

先に選んで実施するということで中型バスでの移動となります。それにかかります

高速道路・駐車場使用料ということで３万５，０００円を併せて計上させていただ

いております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。９款消防費の説明が終わりました。

質疑を行います。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、１０款教育費、１項教育総務費、４項社会教育費、

これは人件費ということで、そこを飛ばして１０款教育費、５項保健体育費の説明

をお願いします。 

    教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君、お願いします。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  では、予算書１４ページ中段ですが、ご説

明いたします。 

    １０款教育費、５項保健体育費、１目保健体育総務費、８節旅費になります。こ

ちらですけれども、スポーツ推進委員３０年永年勤続表彰が該当者確定ということ

になりまして、全国大会が開かれる宮崎市までの推進委員の方の旅費を補正しよう

とするものであります。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 説明が終わりました。 

    質疑を行います。質疑ございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） １２款予備費。 

             〔「特に説明はございません」と言う者あり〕 
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〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。いいですね、質疑ございませんね。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） １３款災害復旧費、産業振興課長、小笠原隆人君、説明お願い

します。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君）  それでは、１３款災害復旧費、１項農林水産業施設災

害復旧費、１目農業用施設災害復旧費でございます。補正額は２６６万７，０００

円となっております。これについては、農地等小規模災害復旧事業補助金１０件分

となっております。１件当たり４０万円未満の復旧工事については補助率が２分の

１となりますが、これが激甚災害となりますと３分の２になるというところから４

０万円掛ける３分の２というところと１０件分を見込んだものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 地域整備課長、神久保恵蔵君、２目の林業施設災害復旧費の説

明をお願いします。 

〇地域整備課長（神久保恵蔵君） ページ数は予算書の１５ページになります。それでは、

２目林業施設災害復旧費について説明させていただきます。 

    林道災害復旧は４路線で、主に路盤の流出により被災を受けたものでございます。

補正額１３２万円、１０節の需用費が５２万２，０００円、内訳といたしまして燃

料費は２万２，０００円で、重機等の燃料費でございます。修繕料は５０万円で、

被災のあった箇所の修繕をするものでございます。１３節使用料及び賃借料は１５

万１，０００円で、重機等借上料となっております。１５節の原材料費６４万７，

０００円につきましては、流出した路盤に補充する砕石等を購入するものでござい

ます。 

    林業施設災害復旧費は以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） ２項も続けて説明お願いいたします。 

〇地域整備課長（神久保恵蔵君）  続きまして、２項公共土木施設災害復旧費、１目公共

土木施設災害復旧費について説明させていただきます。公共土木施設災害復旧費は、

３か所を予定しておりまして、町道としては２路線、主な被災として路盤流出、側

溝破損、側溝埋没となっております。河川は１河川で土羽護岸の流出したものの復

旧となっております。事業費といたしましては、１０節の需用費が３７１万３，０

００円、内訳として消耗品１６万９，０００円で、これは大型土のう、植生土のう

等を購入するためのものです。燃料費４万４，０００円は重機等の燃料でございま

す。修繕料３５０万円で、先ほど説明した箇所の修繕を行うものでございます。１

３節使用料及び賃借料３７万９，０００円につきましては、重機等の借り上げでご

ざいます。１５節原材料費１５９万８，０００円、これについては被災を受けた砂

利道における砂、砕石、切削材等を購入する原材料費でございます。 
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    以上、公共土木施設災害復旧費の説明といたします。よろしくお願いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） １３款災害復旧費の説明が終わりました。 

    質疑を行います。質疑ございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１１号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、続きまして議案第１１号  令和６年度軽米町介護保

険特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

    提案理由の説明があれば説明をお願いいたします。 

    健康福祉課長、竹澤泰司君、説明をお願いいたします。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） 令和６年度軽米町介護保険特別会計補正予算でございま

す。 

    歳出、４ページでございます。こちら人事異動に伴う人件費の増額をお願いする

ものでございます。金額につきましては１４１万７，０００円でございます。 

    歳入につきましても同額を一般会計繰入金として増額補正をお願いするものでご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 説明が終わりました。質疑を受けます。質疑ございませんでし

ょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１２号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、議案第１２号  財産の取得に関し議決を求めること

について、教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君、説明お願いいたします。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  議案第１２号につきましては、本会議場で

説明申し上げているもので、追加はございません。 

    ただ、１か所訂正をお願いいたします。議案第１２号関係資料ということで、入

札結果表のほうをつけておりますけれども、そちらの単位のところ「千円」となっ

ておりましたが、こちら「円」に訂正をお願いしたいと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 以上、説明がありましたけれども、質疑ございませんでしょう

か。質疑を行います。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 質疑なければ、議案第１２号の質疑を終わります。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎総括質疑 

〇委員長（茶屋 隆君） 本特別委員会に付託されました議案１２件の個別質疑が終わり

ました。これまで審査した議案１２件について総括的な質疑を行います。質疑漏れ

ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、質疑なしと認め、質疑を終了します。 

    これからまとめに入りますので、当局の方は退席を願います。 

             〔当局、傍聴者退席〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１号から議案第１２号の討論、採決 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、まとめに入ります。 

    討論される方はありますか。なし。 

〇５番（江刺家静子君） あります。討論というのは、賛成、反対とか。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、反対の議案はありますか。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） 江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 議案の２号、３号。２号が後期高齢者関係の規約の一部変更、

それから３号は国保の条例の一部改正する条例について反対です。あと、決算の反

対もあります。全部一遍に言ったほうがいいですか。 

〇委員長（茶屋 隆君） はい。 

〇５番（江刺家静子君） 決算については議案第４号の一般会計、５号の国保会計、７号

の介護、８号。決算は一般会計、国保、介護、後期高齢者医療。 

   以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） そうすれば、反対議案は議案第２号、議案第３号、認定議案の

ほうが議案第４号、５号、７号、８号でよろしいでしょうか。 

〇５番（江刺家静子君） ４号、５号、７号、８号。はい。 

〇１０番（細谷地多門君） 委員長、反対の中身をしゃべってもらったほういい。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、反対の中身。討論もされるわけですよね。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇１０番（細谷地多門君） 当然するべ。 

〇委員長（茶屋 隆君） 中身を言っていただければ、賛成討論もあると思いますので。 

〇６番（中村正志君） 理由は。 

〇１０番（細谷地多門君） 理由、反対理由。 

〇５番（江刺家静子君） １号、２号については…… 
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〇７番（田村せつ君） えっ、２号、３号でなかった。 

〇１０番（細谷地多門君） １号は聞いてないよ。 

〇５番（江刺家静子君） １号、２号ではなくて、２号、３号です。すみません、２号、

３号。 

〇委員長（茶屋 隆君） はい。 

〇５番（江刺家静子君） これはあれです、マイナンバーカードをつくるというのは任意

であるというふうになっていたわけですけれども、それがまず保険証をなくすると

いうことで、それに伴って資格確認証にするという条例の改正なのですけれども、

そうするとマイナンバーカードが本当に任意でなくなるというふうなことにつなが

るということで、まず２号と３号、後期高齢者と国民健康保険の条例の一部改正は

同じような理由で反対です。 

〇１０番（細谷地多門君） ４号、５号。 

〇６番（中村正志君） 一般会計だ。 

〇１０番（細谷地多門君） ４号は何だ。 

〇５番（江刺家静子君） ４号が一般会計の決算の認定です。これは会計年度任用職員を

まず軽米町では正職員の数よりも会計年度任用職員が多いということで、正規職員

のほうをもっと増やして仕事が安定していけるようにしたほうがいいのではないか

と、会計年度任用職員のほうが多くなってくると、仕事を運営する正規職員の責務

というのが本当にますます重くなってくるのではないかということで、会計年度任

用職員の関係、それから宇漢米館の廃棄物の関係の裁判がまだこれが本当に先行き

が分からないという、町民負担も増えてくるということで、この辺もはっきりして

ほしいということです。 

    あと、国民健康保険特別会計の決算に関してはやっぱり子育て支援の立場から、

今は小学校入学前までの子供が半額の免除といいますか、なっているのですが、子

育て支援の立場からもっと増やしていくことと、それから安心して医療機関にかか

れるようにということで、子供や高齢者の短期保険証発行に反対するということで

す。 

    介護保険特別会計決算については、保険料がずっと上がってきているのですが、

県内でも二戸広域は高いほうです。そういう中で、特別養護老人ホームなんかはな

かなか入れない、二戸広域で介護保険の運営は行っておりますけれども、本当に安

心して介護を受けられるようなことになっていないということであります。 

    それから、後期高齢者医療特別会計ですけれども、これも負担率が自己負担が増

えてきています。年金も上がらない、物価も高騰する中で、一般会計からも繰入れ

をして少しでも保険料が上がらないようにするという方策を考えてほしいというこ

とで後期高齢者医療特別会計の決算の認定に反対です。 
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〇委員長（茶屋 隆君） そのほかに反対の議案、反対の方いらっしゃいますでしょうか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇５番（江刺家静子君） すみません。 

〇委員長（茶屋 隆君） 江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 今軽米町でも議会改革に取り組んでいるのですが、よその例を

見ると、例えば反対討論をこれこれと、これこれについて反対ですということで、

何回も出たり入ったり、出たり入ったりしないで、最初に多分通告はしていると思

うのですが、何号についてと一回で討論をするというふうなやり方をしている議会

もあるようです。今回からというわけにもいかないかもしれませんが、いかがでし

ょうか。 

〇議会事務局長（関向孝行君） ちょっと休憩して。 

〇委員長（茶屋 隆君） ちょっと休憩します。 

               午後 １時２１分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時２１分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） では、再開します。 

    この後議運がありますので、議運の中で検討するということでよろしいでしょう

か。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午後 １時２３分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時２３分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） 再開します。 

    すみません、委員長、こういう経験ないものですから、初めてでございますので、

大変ご迷惑をかけます。事務局のほうから聞きながら、一部反対の議案、議案第２

号 岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の協議に関し議決を求めること

について賛成の方は挙手願います。 

〇１０番（細谷地多門君） 起立採決のほうが分かりやすいのでないか。 

〇６番（中村正志君） もう一回、何しゃべっているのか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 議案第２号 岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の

協議に関し議決を求めることについて賛成の方は起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 賛成多数です。 

    次に、議案第３号 軽米町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、賛
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成の方は起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 賛成多数。 

    それでは、議案第４号 令和５年度軽米町一般会計歳入歳出決算の認定について、

賛成の方は起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 賛成多数です。 

    議案第５号 令和５年度軽米町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、賛成の方は起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 賛成多数。 

    議案第７号 令和５年度軽米町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

賛成の方起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 賛成多数です。 

    議案第８号 令和５年度軽米町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、賛成の方は起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 賛成多数。 

    次に、承認を求める議案第１号 令和６年度軽米町一般会計補正予算（第２号）

の専決処分に関し承認を求めることについて、皆さん賛成でよろしいですね。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 議決を求める議案、第１０号、第１１号、第１２号、３件。 

〇６番（中村正志君） ６号漏れた。 

〇委員長（茶屋 隆君） んっ。 

〇７番（田村せつ君） ６号。 

〇６番（中村正志君） 認定。 

〇１０番（細谷地多門君） ６号が漏れた。 

〇委員長（茶屋 隆君） 認定を求める議案、議決を求める議案と認定を求める議案６号

と９号は。議決を求める議案第１０号、１１号、１２号、しゃべったほうがいいか。 

    議案第１０号 令和６年度軽米町一般会計補正予算（第３号）、議案第１１号 令

和６年度軽米町介護保険特別会計補正予算（第１号）、議案第１２号 財産の取得

に関し議決を求めることについて、３件は全員賛成ということでよろしいですね。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） では、認定を求める議案６号、９号、２件、議案第６号 令和
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５年度軽米町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９号 令和

５年度軽米町水道事業会計決算の認定については、全員賛成でよろしいですね。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。 

    それでは、委員長報告で特記することがあれば皆さんから何かこれだけは言って

おきたいとか、言ってほしいとかというのがあれば委員長報告で報告したいと思い

ますので、何かあれば。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 特にないですか。分かりました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎閉会の宣告  

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、これをもちまして会議を閉じます。これにて特別委

員会を閉会します。ご苦労さまでした。ありがとうございます。 

（午後 １時２９分） 

 


